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本校では、「人権意識の高揚を図り、一人ひとりを大切にした学校を自分たちの手で作り上げて
いこうとする児童を育てる」ことをねらって、人権月間（１１月８日～１２月５日）を設定してい
ます。全校集会・人権学習・教育相談・校内人権集会等々を通して、一人ひとりの人権が大切にさ
れる学校づくりを目指して取組の充実を図って参ります。取組のスタートにあたる全校集会につい
て簡単にお知らせします。

１１月８日（金）の業間の時間に全校集会を行いました。本校学校目標は「夢いっぱい 笑顔い
っぱい 元気いっぱいの学校づくり」です。笑顔で元気いっぱいの海東小学校にするために、「な
かまづくり」について考える時間を設定しました。
「なかまづくり」について考えるために、私が出会っ

たある６年生の事例を紹介しました。低学年からいやな
ことを言われ我慢していたことを友達に相談すると、「我
慢してえらいね。でも、きちんと伝えた方がいいよ」と
アドバイスを受けます。ある日、下級生が同じように嫌
なことを言ってきました。その６年生が「嫌だから 言
わないで」と言おうとした時に、友達が「そんなこと言
ったら ダメだ」と注意してくれたそうです。また、下
級生の子どもも「分かった ごめんなさい」と謝ったそ
うです。ここには、いやな思いをさせる子・いやな思い
をする子とその友達の３つの立場があります。それぞれ
の立場について感じたことを出し合ってみました。
いやな思いをさせている低学年については、「６年生がやさしくて何もしてこないので言ってい

るのではないか。すぐ謝れたのはすごい。」いやな思いをしている６年生については「友だちに相
談したところがすごい。言わないと ずっときついまま。」友達については「話を聞いて 相手を受
け止めている。思うだけでなく 行動しているところがすごい。」等々の意見が出されました。そ
れぞれの立場において、「なかまづくり」のための大切なポイントに目を向けることができ
ました。そこで、自分を振り返ってもらいました。自分ができていなかったり、頑張りたいと思う
ことを短冊に書いて３つの立場に分けて貼っていきました。友達の立場についての付箋が一番多か
ったようでした。この思いを大切にしながら、人権月間の取組につなげていきます。

まどを開けている時

気 付 い て 手 伝 っ て

くれてありがとう。

たくさん話してくれ

てありがとう。

話 し て い る と い い

気分になるよ。

いつもおもしろい話をしてくれてありがとう。
いつも元気に走っていてすごいね。がんばってね！

かけ算九九上手だね。

ぼくの九九をきいてく

れてありがとう。

授業の時、たくさ

ん手をあげて、大

きな声で発表して

すごいね。

今年も、「ありが

とうの木・がんば

ってるなの木」の

紅葉がはじまりま

した。これから、

たくさん葉を実ら

せてくれると思い

ます！


